
●キーワード：地域づくり・リユース食器・ごみ減量啓発 

（事業名）堀川通 ごみ減量につながる住民への意識づけキャンペーン 

（団体名）堀川と堀川通りを美しくする会 

平成２７年度 助成金額１０６,６００円  主な実施場所 堀川と堀川通り・北区～下京区 

 

事業目的・概要 

堀川と堀川通りを美しくする会の年間事業のうち，「堀川桜まつり」，「京の七夕」「堀川一斉清掃の日」

の中で，ごみ減量の啓発活動を行い，住民への意識付けを行うことを目的にキャンペーンを行った。「堀川

桜まつり」では，リユース食器の利用を進め，来場者にごみ減量の大切さを訴えた。また奇数月に開催す

る「堀川一斉清掃の日」の呼びかけちらしでも，ごみ減量について訴えた。 
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取組内容 

●「堀川桜まつり」でのリユース食器の使用と啓発 

４月５日に開催された堀川桜まつりにおいて，リユース食器の使用と返却のための意識づけ，啓発を行

った。 

一昨年度から，飲食提供を行う模擬店の一部において，リユース食器を利用している。ただしリユース食

器であることの理解，周知が徹底せず，紛失率が１０%程度あった。このため，看板やポスター等を作成，

掲示し，返却を行った。また，本会関係自治会などの協力を得て，ポスター１，５００枚，チラシ３，０

００枚を掲示および配布したが，このなかでごみ減量に関する啓発も行った。 



 ●京の七夕における啓発 

 ８月１日（土）から８月１０日（月）にかけて開催された京

の七夕において，来場者へのごみ分別やリサイクルについて，

より意識を持ってもらうための啓発活動を行った。 

 

●「一斉清掃の日」での取組 

毎年奇数月の第３日曜日（５月１７日（日），７月１９日（日），

９月２０日（日），１１月１５日（日），１月１７日（日），３

月２０日（日）の６回）に堀川沿いの２３学区と商店街，事業

者等の協力により実施している「一斉清掃の日」の呼びかけの

際に，参加者に向けて，マイボトルの持参を呼びかけ，また回

収後のごみの分別・リサイクルを実施した。 

成果 

●堀川桜まつりでのリユース食器紛失率と，処分ごみの減少 

 堀川桜まつりにおいて，昨年度（平成２６年度）は，リユー

ス食器の紛失率が１０%程度あったが，今年度は５%程度に減少

した。リユース食器の使用に取り組み３年目になるが，確実に

認識や理解が高まっていると言える。また，マイボトル持参者も目立つようになってきた。 

 また，今年度（平成２７年度）より，ごみの分別，リサイクルを徹底するようになり，無分別で業者回

収を依頼していた前年度と比べ，ごみとして処分した量が，半分以下になった。前年度は２トントラック

２台分だったのが，今年度は２トントラックで１台分に満たなかった。 

 

●京の七夕でもリユース食器導入を検討 

 堀川桜まつりの成果を受け，京の七夕においても，翌年度（平成２８年度）から，飲食を行う模擬店に

おいてリユース食器を採り入れようとの機運が高まっている。 

 

●堀川一斉清掃活動でのごみ分別指導係の設置 

 堀川一斉清掃活動には，各学区や関係団体から約２，０００人が参加して行われている。これまでは，

回収したごみの分別を参加者に指導する係は置かれていなかったが，今年度（平成２７年度）から，上流

の団体から２名，下流の団体から２名。計４名任命され，ごみ種ごとの分別を指導した。 

 
 

堀川と堀川通りを美しくする会 

【代表者】 会長 吉川哲雄 【主な活動地域】 堀川と堀川通り・北区～下京区 

【設立の目的】 

  堀川と堀川通りを美しくする会は，地域住民が主体となり昭和６０年４月に発足以来，堀川及び堀川周辺の美化

活動及び河川環境向上のための啓蒙活動を四半世紀以上の多年にわたり継続的に実施している。 

【主な活動内容】 

 結成以来３０年間，年６回の堀川の清掃活動の

他，堀川の流れをよみがえらせるために尽力。平成２

０年堀川環境整備事業による堀川河川に水の流れ

がよみがえった。 

 毎年４月に堀川桜まつりを開催，また，８月の京の

七夕にも協力し，活動している。 

 

 


